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Abstract: Smart devices are, in general, inappropriate for medical applications due to the difference of display 
properties between medical displays and general-purpose displays.  We have already developed a software 
emulator where smart devices work as GSDF display.  Considering aging of displays, however, the emulator 
always needs current display properties.  This paper presents a simple and low-cost display calibrator for smart 
displays.  Using ND-filters, users can adjust displays of smart devices instantly, and the devices can output in 
GSDF. 

 

Keywords: DICOM, Grayscale Standard Display Function, Display Calibration, Smart Device 

キーワード: DICOM, グレイスケール標準表示関数, ディスプレイキャリブレーション, スマートデバイ

ス 

 

1. 背景  

近年、医師不足が深刻な問題になっている。特に地方の病

院では専門医がおらず、急患に対して適切な処置が遅れると

いう事態をしばしば招いている。しかし、現行の遠隔医療シス

テムは可搬性に欠け、救急医療の分野においてうまく機能し

ていない。そこに、近年スマートデバイスと呼ばれる端末が登

場した。スマートデバイスは可搬性に優れるほか、アプリケー

ションによる高い拡張性と低価格という特徴を備えている。加

えて、ネットワークを常時利用できるため、救急医療の分野に

おいて非常に高いポテンシャルを有している。そこで、我々は

スマートデバイスを利用した救急遠隔医療システムを開発した

[1]。その際、スマートデバイスを医療用に利用するにはいくつ

か課題があり、その課題の一つが表示の階調特性の違いであ

る。医療用ディスプレイと汎用ディスプレイは階調特性が異な

っているため、放射線画像を表示した際、その見え方に差異

が発生するというものである。この問題に対処するため、スマ

ートデバイスのディスプレイの階調特性を踏まえ、ソフトウェア

側で入力を補正する手法を開発した[2]。しかし、この手法は

事前に測定した階調特性を利用した補正であり、液晶の経年

劣化や、ディスプレイの保護フィルムの有無といった利用環境

による影響に対処することができないという問題を抱えてい

る。 

これらの問題に対処するにはディスプレイキャリブレータに

よる階調特性の校正が必要である。しかし、現状ではスマート

デバイス向けのディスプレイキャリブレータは存在しない。そこ

で、我々はスマートデバイス向けのディスプレイキャリブレータ

を開発する。 

2. 目的 

スマートデバイスのディスプレイの階調特性を校正するディ

スプレイキャリブレータを開発する。キャリブレータを開発する

にあたり、スマートデバイスの低価格という特徴を活かすため、

輝度計を要さずキャリブレーションできるようにする。また、複

雑な操作を要せず誰もが容易にキャリブレーション可能なシス

テムを開発する。 

3. 処理概要 

汎用ディスプレイが固有のγ値による階調特性に従うのに

対し、医療用のディスプレイは Grayscale Standard Display 

Function(以下「GSDF」という)と呼ばれる階調特性に従うように

作られている[3]。GSDF は人間の視覚特性に基づいて規定さ

れた階調特性であり、人間が見たときに階調のつぶれや、飛

びを最小にする自然な階調表現を実現するものである。スマ 
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